













































一方、日本語話者の健常者を対象とした functional Magnetic Resonance Imagingを用
いた研究では、音読成績は漢字と仮名という表記の違いによって関連する脳部位が異なる
のか、単語の他の属性によって関連する脳部位が異なるのか統一した見解に至っていない。












対象：全参加者は中‐軽度慢性期失語症者 24 名、各音読実験の内訳は、ひらがな 21 名、
カタカナ 20 名、漢字 22 名、VLSM の解析はひらがな 14 名、カタカナ 10 名、漢字 12 名
であった。 
仮名文字列音読実験：ひらがな実験では単語 100 語、非語 50 語、カタカナ実験では単語






漢字単語音読実験：漢字実験では刺激が統制されている SALA 失語症検査「OR36 単語の






















































2000, 新貝ら 2003, 加藤ら 2006）が本研究の失語症群において漢字単語音読だけでなく
仮名文字列音読においても機能していることが示唆された。 
音読の正答率を予測する認知機能を検討した結果、漢字だけでなく、ひらがな・カタカ
ナ両条件において、語彙や意味に関する項目の重要度が高かった。仮名は 1 文字ずつ文字
から音に変換する方略を用いても正答に至ることから、音読が正答した場合に必ずしも既
知の語彙との照合を行っているかどうかは明らかでない。しかし、仮名音読の正答率に語
彙や意味に関する単語属性効果が認められた事に加え、音読正答率を予測する認知機能と
して語彙や意味に関する項目の重要度が高かったことから、本研究の失語症群において、
仮名文字列音読に漢字単語同様、既知の単語の語彙や意味との照合に関する情報処理過程
が機能している可能性が示唆された。 
6 
 
VLSM を用いた単語属性別の音読成績と関連する脳部位の検討において、仮名文字列の
単語と非語の音読成績に関連する脳部位は異なった。単語は左側頭極と関連し、非語は関
連しなかった。また非語は広義のブローカ野（弁蓋部と三角部）と関連し、単語は三角部
の前方の一部のみが関連した。これらから、古くから発話に重要な役割を果たすと言われ
る（Broca 1861）ブローカ野においては仮名文字列が常に同じ部位と関連して音読される
のではなく、同じ表記内であっても文字列の単語属性によって関連する部位が異なる可能
性が示唆された。左三角部前方は仮名単語、仮名非語、漢字単語の音読成績と共通して関
連する脳部位であり同部位は表記に関わらず、発話の実現に関与する脳部位であると思わ
れた。左側頭極は、仮名単語だけでなく漢字の低心像語の音読成績と関連を認めた。これ
まで左側頭極の損傷は漢字の失読失書症例の報告（田辺ら 1992）がある。本研究の結果か
ら左側頭極は単語音読において既知の語彙情報との照合に関する情報処理過程が用いられ、
その情報処理に一定の難度がある場合に、漢字と仮名に共通して関連する可能性があると
思われた。漢字と仮名で音読成績と関連する脳部位が異なる場合だけでなく、共通する脳
部位があったこと、同じ表記内で単語属性によって関連する脳部位が異なる場合があった
ことから、音読実験においては使用する刺激の単語属性の統制が重要であると思われた。 
5．結語 
これまで、失語症者の言語訓練において、音読課題に用いる単語を選択する際に配慮す
べき単語属性は十分に明らかでなかったが、失語症群を対象とし、統計的手法を用いるこ
とにより臨床への応用可能な基礎的なデータを提供できたと考える。特に仮名文字列音読
に対する意味や語彙に関する情報処理過程の関与に加え、左側頭極の損傷が漢字・仮名の
表記に関わらず単語音読の成績の低下と関連したことは、単語音読の脳内のネットワーク
に関して新たな知見を提供できたと考える。 
